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嚇

結 核 症 ノ 嚢 生 ト都 會

(昭和15年9月12目 受領)

棘 市療漸 高 橋 智 廣

地方出身者 ガ都會生育者 ヨリモ果 シテ結核症二

罹患 シ易イカ ドウカ?入 口密度 ノ低 イ地方 カ

ラ・1方粁約1萬(全 市)(萬 市部2萬8千 籐:新

市部8千 鹸〕〔昭和12年 度國勢調査/ニ モ及 ブ東

京 市 トイフ堆 禍 二投 ゼラ レタ者 ノ蓮命 ハ封結核

症 トイフ観黙 カ ラ如何 デ アラウカ?

簡 軍 ナ調査 ノ結果 ガ比較 的面 白 イ成績 ラ示 シタ

ノデ、何 カ ノ滲考 ニナ リハ セヌ カ ト思 バ レル
.

(1)調 査期間及材料

昭和15年5月4日 東京市i療養所入所中 ノ患者

中男638名 、女386名 、計1024名 及 ビ退所 者 伯

昭和10年 至15年4月 〉ノ病歴i(男365名 、女258

名b計623名 ノニ ヨツテ次 ノ諸事項 ヲ調査 シタ。

〈1)患 者年齢(以 下年 齢ハ凡 テ数 へ年 デ アル♪e

(2)出 生 地及 ビ生育地e

〈3>上 京(東 京市〉年齢。

(4>畿 病 年齢 、(附/入 所年齢。

コ ・ニ イフ獲病 ハ病歴 カラ判定 シタモ ノデ
、「ッ

ベル クリ ン」反磨陽轄 ノ時 ラ基黙 トシテノ、ヰナ

イ,,即 チ初 感染症或 ハ ソノ後 ノ「シ。。一 プ」テ意

味 スル.

(2)成 績

〈1>患 者 テ出生 地別 工3群 二分 ケ

A群(東 京市生育者)

B群(地 方都市生ノ

C群(地 方町村生)

トシ、B及 ビC各 群 デ、誕 生カ ラ20歳 マ デテ

過 シタ所 デ 生育」地 トシ〔B或 ハC群(1)/;生

後1-19歳 間 二上 京 シタモ ノノ・r蜘 ノ群 二入 レ

タ(B或 ノ・C群(2)) 。

舷 二示 サ レタ各群 ノ激字ハA及 ビC群 大饅近 似

シテ居 ル ノデ偶然比較 二適 シタ値 テ得 タモ ノデ

ア ル ゆ

(2濾 者 年齢別(5歳 匿分〉トソノ登 病年齢 ヲ表

示 スル.

(3)地 方 都市出 ノ者(B群 ♪及 ビ町村 出 ノ者(C

群)ノ 上京年齢別 ノ表 ヲ作 ツテ 見 ル トB及 ビC

雨 群共16-20歳 間 二 上京 シテヰルモ ノガ最 モ

多 久 次 デ21--25歳 間 及 ビ11-15歳 間 ノ順 デ

第1表 患=者ノ生及生育地別

()内 ハ%

(註)誕 生 カ ラ20歳 マ デ ヲ過 シ タ所 デ 生 育 」地 トヌ ル

生 後1-19歳 デ 上 京 シタ モ ノハ 「生」ノ群 二入1/ル
な

アル。之 ハ後二圖示 スル東京市 ノ入 口構成 曲線

ノ16-20歳21-25歳 間 ノ「フ クラ ミ」二相當

シテヰル。

(4)地 方 出 ノモ ノ ・上京年 齢 ト登病年齢 トノ關

係 テ見 ルニB-C雨 群 共上京 ハ16-20、21-25

歳 間 二最 モ多 久 登病藪 ハB群 デハ16-20、21

-25歳 間;C群 デノ・21-25
、26-30歳 間ca最
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　　　　 (註)上 京前二登病 シタ例ハ除ク　　B群(舎 ・…14

モ多 敷 デ16--20歳 間 ガ之 二亜 イデ ヰル.

皐 ・…　 5)　 　 C群(舎 …　 48　 皐 ・…　 7)

(3)総 　括

〔D第1表 デ明カナ様二、東京市療養所 ノ患者

ノ構成 ハ東京市生育者及 ビ地方出ガ夫 々45%

附近 デ、残10%前 後 ガ地方都市出デァルe男 女 翫

ニョル差ノ壌余リナイ.

〔皿}(a)、 全 患者 ヲ年齢別(5歳 優分 〉ニスル5

〔表 〈2)(c>3ソ ノ約45%ハ21-30歳 間 デ アツ

テ、16-35歳 間 ノ患=者激 ガ全患者 ノ約7。5害llテ

占 メテヰル.

拶

壷
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∬

紹

刀

〃
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　　第　1　 圖　a.

　

→年　齢

　　　　　　　 第　 1　圖　b.

%　 〃

〃

〃

%

→年　齢

　　　　　 第2圖a A群727例

)

→年　齢

　　　　　第2圖b. C群728例

り

　　

　　 →年　齢

　　　　　　 第3圃a・C群(2)452例

　 紹
%ノ 〃

　 〃

　 〃

→年　齢

(b)、 患 者年齢 トソノ登 病年齢 トノ封比

ヲ試 ミタ表(2>(a>、(b>、(c)デ 各 群共

男女 ニ ヨル 大差 ハ ナ ィ。唯11-15畿 間

ノ登病 敷ハ 女 ノ方 ガ男 ヨリ幾分多 イ(♂

約4%♀ 約10%>e

(c>、 第1圏 デ明 カナ差 ノ見 ラvル ノハ

男女共16--20歳 間 デ ノ登病 者ガ 急激 二

檜加 シテヰル コ トデ、 ソノ後男 デハ25

歳 マデ、女 デハ30歳 マデ 略 ㌃同傘 ノ駿

病者 ヲ見 テヰル.

(d>、 次 二各群 デ ノ登病 ノ模様 テ比Pt　""

テ見 ルe先 ヅ東京市生育 者(A群 〉デハ11

-15歳 間 カラ 多少 ノ登 病者 ヲ出 シテノ・

ヰルガ、16-20歳 問 ニ ナツテ急激 ナ増加

テ示 シ、 ソノ約34%二 達 シ、ソノ後 ノ、階

段 的二滅 ジテヰ ル.

之 二反 シテ地方町村 出(C翻 デノ・　16--20

歳 間 ノ叢病 者 ノ檜加 ノ・A群 程多 クナ ク、

約20%位 デ、21--25歳 、26-30歳 間 ヘ

ト僅 カニ褒病 者 ノ撒 ヲ檜 シ、 ソレ以後漸

減 シテヰル.

叉 地方 郡市 出 ノB群 デハ前記 爾群 ノ略1

中間 テ示 シ、ユ6-20歳 、21--25議 間 ガ

27-8%デ アル(圏 ハ略 ス〉。

〈e>、C群(2>邸 チ 地方町村 カ ラ1-19

歳 間 二上京 シテ來 タ群虚デノ畿病率 曲線ハ

大龍A群 デ ノ ソレニ酷似 シテヰル。唯16

--20歳 聞
、21-25歳 ノ間 ガ 共 二25%前

後 デアル、

B群(2>デ モ入員 ハ少 イガ曲線 トスvバ

大禮似 カ ヨツテヰル コ トガ ワカル,

ぐf/、又C群r1>即 チ20歳 マ デ地方 デ生

育 シ、 ソ ノ後 上京 シタモ ノデ ノ爽病卒曲

線 ハ26-30議 間 ヲ頂黙 トシ、31-35歳

間 、21--25殻 間 ガ之 二亜 イデヰル,

B群(1>デ ハ 少 シク異 リ略k40%近 クガ

21-25歳 間 デ縫病 シテヰル ガ、例 撒 ガ甚

ダ少 イ(78例)カ ラ 明 カナ コ トハ言 ヘヌ

ト思 フ(圏 ノ、略 ス〉。

悔

亀



第3號 】 高橋=結 核症 ノ登生 ト都會 201

%

〃

ガ

溜

〃

第3圖b.B群(2)114例

　　　　　　　　　　　患者例籔
　　　　　　　 (調査時年齢ニヨル)

「 瓢(登 病年醐
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 とめゆの　げ
/づ6-〃 〃協 洛〃zの 躍ガ 〃 ガ∬一〃4拶4拶 駆∬鼠 〃〃ゆ

　 → 年　 齢
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第4圖C群 〆1)276例

　　　　　　　　　　　　　　　患者　　　　　　　　　　　
例鍛(調 査時

　　　　　　　　　　　 年齢ニヨルノ

ゴ「㍉秘 鰹 舞

(4)考

甲、以上 ノ諸成績二現ハレテ居ル登病年齢 ノ群

別差 ノ起因ハ:

(1>東 京 市5農 村(1)、(2)5ノ 「ツj反 慮

　 /十〉%曲 線 ノ比較 ζ第5圏 〉。

(2>塵 業 ノ隆盛 二俘 ヒ、小墨校卒業年代 ノ

モ ノガエ 場、商店等 二入 リ
、感 染機 會 ガ

急激 二檜加 スル コト.

ノニ 因子 二上京年齢 回 フ因子 ヲ考察 二取 入 レ

レバ容 易二理解 出來 ル コ ト・思 フ.

叉 東京市療養所開所(大 正9年 〉以降、短年度 ノ

入所患者年齢別%ヲ 見 ルニ、大正9-12年 、 大

正13-一 昭和6年 、昭和7-12年 ノ3年 囁 二之 テ

分 久 各年塵 内二於 ケル各年年齢鶏%ヲ 比較 ス

ル ト(第5表(a>>同 年 塵内・　:一於 テハ大 艦%ノ 分

配 ガ近似 シテ 居ル(但 第5表 くa>ノ 内容 ノ條件

ハ之 ヲ脚註 二記 シテ 置 ク)
.故 二 各年塵別 二縮

括 シテ第5表(b>ヲ 作 リ、之 二就 テ観察 テ進 メ

ル コ トニ スル　 　 　 　 　 　 ◎

郎チ第5表(b>二 就 テ観 ルニ、(1)ト 〈ω トノ間

ニハ關東地方大震 災、(の ト〈齢 トノ間 ニノ・大

東京 ノ出現 ト云 フ翻期 的 ナニ大 事象 ガ起 ヅテ居

ル。入所 者 ヲ通 ジテ之等 ノ事 象 ノ結 核磯病 二封

スル影響 テ憶渕 スルニ、前者 ノ後 即 チ〈の デハ

16-20歳 間 ノ入所者 ガ檜 加 シ、後者以後 、帥 チ

〈m)デ ノ・16-20歳 問 ガ 稿 支減少 シ、21-25歳

間 ガ増加 シテ居ル。之 ニハ勿論脚註 二記 シタ様

二入所 ノ難易 ト云 フ事實 ノ影響 ガ アル ノデアル

ガ、(皿)二 於 ケル16-20歳 間 ノ患者 ノ増 加ノ・

叉、大震災後東京市 ノ産業 都市化 二從 ツテ起 ル

/一ブ8〃 ノガ ノぎ一〃 ノ罷∬ 謬羽μ差"艇 ガ4躍 ダ〃づぞ∫夢 擁ザでイ ー

→年　齢

青少年 ノ地方 カラノ上京 ガ檜加 シタコ トモ、 之

二反映 シテ居ル ト考 ヘ ザル ヲ得 ナ イ
拶

而 シテ(1>及 ビ(H>ノ 年 塵群 デ ハ 入所患者 ノ

略k　60%位 ガ褒病後1ケ 年以 内二入所 シテ居 ル

ガ、 昭和7年 以降 デハ夫 レガ有 料患者 二於 テ ソ

ノ約70%、 無 料患者 二 於 テハ ソノ約25%ニ シ

カ過 ギナ イ トイフ現象 テ招 イテヰル .之 ハ膨註

二記 シタ檬 二入所 ノ難 易二起 因 スル
.　 ・

是等 ノ藪字 カラ疽 二畿病 ノ關係 ヲ考察 スル コ ト

ハ當 テ得 テ居 ナ イ。故 二之 ラ第5表(c)ノ 如 ク、

生育關係 二依 ヅテA,B,C群 二分 ケテ観 察 ス レ

バ、其醐係 ガ明 カニナル ノデアル ガ
、 常時 ノ記

録ハ此貼 二關 シテ不完全 ナ爲、之 テ行 ヒ得 ナ イ

ノハ遺憾 デ アル。

然 シ産業都市化 ニ ヨノ蟻 病年齢 ノ移動 ハ此第5

表(a>・ ・　:iヨツテモ充分推察 シ得 ル ト思 フe

此 關係ハ今事攣 後、産業都市化 二更 二拍 車 テ加

ヘ タ結果 テ槻察 スル場合
、襯察方法 ノ選澤上、

重要ナ参 考 トナ ル コ トテ示唆 シテ居 ル.

(3>爾 又A群 ノ場合ハ東京市 デ ノ入 口構成 ガ問

題 ニナル.ソv・ ・ヨル ト16-25歳 ノ間 デ著明 ナ

入 ロ ノ膨脹 ガ アル(第6圏 〉.之 モ亦前記2因 子

ト共caA群 ノ 礎病率曲線 ガ 駕一25歳 ノ間 二明

カナ檜加 ラ來 スタメ ノ別 ノ因子 ト見 ラ レサ ウデ

アル(即 チ或年齢群 デノ感 染卒 ノ急激 ナ増力肝

ソノ年齢群 ノ 入 口膨脹〉.然 シコノ入 口構成曲

線 テ地方 町村 ノソ レ ト比較 スル ト、地方町村 デ

ノ入 口減 少ハ極 メテ生物學的 二自然 ナモ ノデア

ル コ トガワカル,,東 京市 ノ16-25歳 聞 ノ人 口
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/づ5/0ノ 〃5ノ疹〃 λ フ5諮跳写 万 与綴 房∀∫4卿 形5牙 〃 か

→年　齢

圖

東 京 市 寺 尾、 新 井 等(昭 和7-8年)

　 「ツ」反 磨:2000× 及100×A.丁

　 　 　 　 　 　 判 定48"

農 村(1)(李 尾 、 八 太 等)(昭 和11年)

　 　 　 「ツj反 磨:2000×A.T.

　 　 　 　 　 幽曝定　36--48◎

　 農 村(2X星)(昭 和12-13年)

　 　 　 「ツ」反磨:1000×A.T.

　 　 　 　 　 　 鋼 定24e

　 　 　 　獲 赤10粍 以 上 陽 性

第5表(a)　 東 京市療養所開所以來、毎年度入所患者、年齢別%(入 所時年齢ニヨル)

　 …

1

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 }

大 正窪10年 　 　 　…2。3

年 ＼＼
.年齢　 　 　 {:}　 　 … ζ:・ 莚赫 賢 職 西

　 　 　 　 　 ＼　　　 響1-1011-1516--2021-2526--3031-3536--4041-5051-60　 61→ 　・　 　 　 　 　 　 ＼、

匠年度　＼　　　　　　　:　 l　 l　　　　　　 ;　　　　 …
一 潮訥酬　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

1二入所ン

タモノ

(封 全 患
者%)

含 皐

16、3　 24.0
116・3i16・4

…… ……}

112.1
9・012・8 0.8 610 265 60.0

　　　 1ユ年{・.6　 　 　　　…　　　… 　… 一
2。0　 18、1　 26。1
　 　 　 　 　 　 隻 117・9

ほ0.7　 10.0 10・5i2・4 1ユ 229 113 7乳4

12年i1」 3。6　 20.3　 2L9 i19.6 12。3}9.8 10.2i3,1 1.2 i855 463i64.1

皿

13年11・2 5.o　 i　23.4　 i　23.5{15.4
0

10.0
一 『 　　　　　{　 　　　脚　　　_

6,419,814.2 1.1　　　921　 1　498　 　70。0

14年
乱

　 0。7 4.5

　 　一

22。5123・0{17.6 10.2 8.0
18・4!4。1

1、oim148069.0

15年 0.5 4.1 23.1 24.8　 19.3 9.5 6.0
18・7{2.8

1.21925 481164.0
昭和2年 0.9 4.0 23.9 22.9　 19.7

一
10・716.8
　 　 　 　 　 }

11.27.7;
i7.2　 2.7 L2/798

　 　 1
375163.0

3年 LO 5.5 17.5
　 　 　 …

28.3118.1 4。9　 　2.9 2.9 774 297　 60.0

4年 0.9 4.1 25.0
　 　 　 再

23ユ 　 17.5
　 　 　 　 　 　 謂　　　　　　　　　　1
11.7　 　　6.8　 i　 6.9　 {　 3.0 1.0 893 395165.0

5年 019 8.1 25.2 22・4i17.3 10.4　 　　6.3　 i　6.7　1　2.2　i　O。5 699 349　 58.0

6年 0.6 3.3 21.2 25.5;20.1 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ;12.3　 　　6.3　 i　 6.5　 i　 3。7　 1　 0.5 715 328旨57.0

　 }

　 　 {　 膚

皿

　 …

}　

7年}0.513.2…19,6

　　　　　　1　　 1　　 1

29.4 20.3 10.8 5.7 6.6 2.3{1.0

　 　 …

1195/蜘59・ ・

18年{・.51・ .61、8.・
　 　 　 　 　 　 I　　　　　　　　　　　　　 l

32.0 19.2 12.3 7.2 6.9 1。6・0、7 671

1　　　　　　 ,

(辮158・ ・
・　 1　　 …　 　 i

　 　 l1・2{4・3i18・7
9年i

　 　 lO・3　 2・7毎20・3
　 　 …

32.0

26.2

15.9

23.2

11.7

11.0

5.7

6.1

6.7

6.6

3.4　 　0.6

2。7　 0。8

357

632

　 151

(無 料)　3
25

(有 料)

}39.。

72.5

　 　 　 　 0.4

10年

　 　 　}0。1　 　 　i

　　 i
5・Oi18・5

L7h9.6
　 　 i

　

24.8

25.8

17.4

23.6

13.3

13.4

9.1

6.4

6.8

6.9 2.0

3、0　 　1.6
　 　 …

　 　 　 0。4

325

541

…

(134無料)}27・ ・

(304有料)172・ ・
　 　 　 　 　 　 ヨ

11副2G3

1　 　 　 iO。3　　　　 　　1　　 }

　 4。1323.2

　 　 　 　
12 ・8}19・3

24.1

26.9

16.7

23.6
　 　 　,

10.5

13.8

8.3

5.2

7.8

4.8

　 　 鼠

2。8　 0。4

2,510.8

432

564

　 132

(無 料)
　 316

(有 料)

「

25.0

71.0
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　'
0.7　 　4.0　　 21。7　 　27。8　 　18.9　 　11.2　 　7.3　 　5。8　 　2。6

12年:

　 　 　 0.7　 　 2、9　 　21.3i24.5　 　22.2　 　13.3　 　 5.8 5.5　 　 3。0 0,8

　 　 　 139289　 　 　 　 　 25
.⑪　 　 '縦 料

　 　 　 ↓↓4715　 　 　 　 　 73
.2　 　 '有料

、

囎 一 撒鰭 麹 糊 …・一…噸 灘撫

　　　一 岡{擁 灘
　　　　　　　　　 第5表(b)　 (第5表(a>xヨ リ年[轟君羊二総括シタモノ)

夕

、～　　　年

年　　＼＼ 　齢
　 圖　　　＼ 一

1-10

　 　 　 鐸

11-15 16-20 21-25 26-30 31-35 36--40 41-40 51-6⑪ 61→
取 扱 ソ タ
患　者　撒
σ 年半均)

1
大正9年
　　 ↓
同12年

%
　 　 1

0,812.6

　　1

18.4 24.0 17。2　 12.3

　 　 　 　 　 :

　 　 1

9。8110.2

　 　 ; 琳 唾
∬
大正13年
　　 ↓
昭和6年

% 。.6㌦7

　　1

234　 23.8 18.5

　 　 {　　　 ・

10.316β 　 7.8
　　 1　　　　　 :

3.1

{　 　 ・}

　 1・1;　 1241
　 　 　 場

　 　 　 ζ

皿
昭和7年
　　 ↓
同12年

%}。.7!3.2

　 }　　 i

21.0

↓

28.2

　 　 l　　　 l

20,212,116.6　　 　 　 　 i

l　 l

64{2.5 0.7{　 1414

　 　 }

第5表(c)　 昭和15年 度調査患=者年齢別%(入 所時年齢ニヨル)

轡 ・-5　 i6-・ ・1・・一 ・5i16--20i2・-25126-3・13i-3S136-4・,41-5・/5・-6・16・ 一 順 藪

A群

B群

C君羊

計

数 　 　 　11　 5L　 162142115

　 　 　　　　　　　　　　　　 25.0　 　 　　　　　　 10.0　　28.5　 　 　　　　　　　　　　　　　　　 20.2%

籔

%

籔

一
%

1 6　 　 32

4.0　 21.4

1 1 9

籔 1　　 13　 　 72

% 5.6

76

13.6

270

21.1

38

25。5

117

42　 　 15　 　　15

7.4

33　 　 17 7

22。1　 ヒ11.4

6

　 　 　 8g　 l135i　 　 　 　 　 　51　 　
-一 一詞

　 　 　 　 　 　9.1「　 　 15・9i

45

20.9　 124.1

297

23.3

283　 　　148　　　73　　　　66

22.2　 　11.6i　 5。6

6　　　2　　　　　 567

7 1

19 5

32 8

149

558

127τ

膨脹 ハ 弦 二 取扱 ハ レタB及 ビC群 ・=一ヨル モ ノ

デ、入 ロノ都會 ヘ ノ移動 ヲ示 シテヰル ニ他 ナ ラ

ナ イ窃

(4>次 二C群 デノ登病傘 曲線 ニハ前記2因 子 ノ

他 二上京年齢 トイフ因子 ガ關係 シテヰル。

先 ヅ第5圏 デ明 カナ様 二A群 トC群 トノ「ツ」反

慮(+〉%曲 線 二相常 ノ差 ガ認 メラレル。之 テ初

感染褒病 ト云 フ見地 カ ラ観 レバ、 即 チC群 デノ・

結核 二未感染 ノモ ノガ、A群 ノ同 ジ年 齢群 ヨリ

モ多 イ トイフコ ト・・:eナル。言 ヒ換 ヘ レバA群 ト

C群 トノ或年齢群 デ ノ褒病 率 ヲ比較 スル場合 ニ

ハ、 ソノ年齢群 デ ノ稜病 率ヲ唯軍純 二撒的 二封

比 スル謳ユハ イカナ イ.未 感染者 ガ多 イ方 カラ

藪 ノ上 カ ラハ嚢 病者 モ多 イコ トラ承認 シナイ ト

是等 ノ曲線 ノ關係 ヲ解繹 シ難 クナル.

爾C群 ノ幾病 傘曲線 ガA群 ノソレヨリモ5-10

年 蓬 レタ年 齢群 ニ ソノ頂錨 ガアル事實 ハ表 〈6>

(a)、(b>ニ ヨツテ読明 ガ ヅク様 二思 ハvル 。 郎

チ上京年齢 ト上京後 何年 目二登病 シタカテ見 レ

バ、C群 ノ各上京年齢群 く5歳 樋分)デ 登病 ハ大

艦16-24歳 聞 〈各年齢群共 ソノ約30%前 後 〉次
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 が

イデ21-29歳 間 二多 イコ1・ガフカル。特 二F

10歳 問 二上京 シタモ ノハA群 ト同様 ナ 爽病状

態 テ示 シテヰル。11-25歳 間 二上京 ノモノハ登

病 曲線 ノ山 ガA群 二比 シテ5-10年 オ クレテヰ

ル。之 ハ結核蔓延 ニハ或年限 ヲ要 スル コ トヲ示
　 晦
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第 6 圖

「

飛

夢

　　　　 東 京 全 市

　　　　 全 國郡 部

　　年齢別人ロ

　 fN口1000中 〕

　 /-5チ〃//一/5ノ多溜 〃2∫2r〃ンみ 粥 拗4吻 妥∬班〃〃㌦

→年　齢

　　　　　　　　 第6表(a)　 B群 舎十皐 上京年齢b上 京後饗病vデ ノ年籔

シテ居ル。換 言 ス レバ地方 出 ノモ ノモ東

京 市生 育 ノモ ノモ、 同檬 ナ肚 會的 條件下

ニ アル時ハ封結核 症、特 ニ ソノ褒病 ノ黙

カ ラ見 テ大差 ナイモ ノ ト考 ヘ テ差支 ヘナ

イ。

唯 コ ・デ 残 サvタ 未解 決 ノ 問題 ハ11-

15歳 ノ間 二上 京 シテモ、16-20歳 ノ間二

上京 シテモ、地 方町村 ト東京市 トノ結核

感 染傘 ノ輩純 ナ%差 ハ略 胤同檬 デアルニ

モ拘 ラズ、 騒病 ガ16--24歳 ノ 間二 何故

多 イノカ トイフ黙 デ アル(表(6>(a)、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ぷ

(b)参 照>eづ ノ年齢間 デノ感染ガ他 ノ

年齢 デノ感染 ト異ル御 チ濃厚感染)タ メ

カ?或 ハ コノ年齢ガ特 二結核毅病二封シ

テ抵抗力ガ少 イタメカ?或 ハ生活力旺盛

ナコノ年齢 ノモノハ精神的拉二肉艦的過

勢 テ無理二押切 ラウ トスル タメニ褒病ガ

特 二多 イタメカ?ソ ノ敦 レカデナケレバ

犠談 1-5 6--10 11-15 16-・20

22

21-2526--30 31--35
　　　　　i36-40141緬

　　　　　 }

46--50 51→ 計 %

0-4 9 {1912 3 56 32.3

5-9 11 816 1

一

32 18.4

10-44 ・41

11
、

6

7

3

2

6 10i5 1 43 24.8

15-19 9 2 2 2 18 ;10。4

20-24 5 i 1 2 10i5.7
25-29 5 1　 1 1 1 8i4.6

　　 30→[ 1i2 2 1 6i3.4
ト　　 計

33 21 30　 　 46 33　 　　5 3 1 i 1731
1　 % 19.0 12.1 、7.3i26.5 19.。{2,8 1.7 {

第6表(b)　 C群(舎 十♀)

　　　　　上京年
上京　　　齢

後年倣

1-5 6-10 11-・1516-・20 21-一 織 卜3631_35 364。4図5i嫉5。
　　　　　　　　　　　i

51→ 　　計
}

%

凹 2 15　 　77 38 27 7i7i1… 　 ・1　 1752蔓 ・8
L.〕[
　　17915-9 3 17 i38167 41 7 3　　i　　l　　i　　　　　　　　1　　　　　1　　　　　　　　　25.5
1

10-14 14 16i%}66 20 3 4 1　 1　 ,　　　　　　　　　　　　 149 2L1

15--19 20 1011gi29 15 2 2 i1　 　　 ,　　　 　　 98 玉3、9

20--24 9 5 11　 112
　　　　}

6 1 1 i1
1　　　　　　　　　　　　　　　46

6.6

25-29　 }11 2 6　 i　 3
　 　 　 …

3 　{…「 25 3.6
…

　　30→ 　　　、　 1 2 9115 4 {　 1　 1　 ・31
…

　4.4
一 触

計　　　　58　 　54 124i269 123 40 1711・]/・i217・3

{
%　 　　　 8.2　 　7.6 17.6　 38.2 17.4 6.112.4i　 1。61　 i　 ・　 ・　 、
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第7岡 　上京 ト獲病 トノ關係C群 ♂十辛

% 4

"

刀

〃

上 京 後 髪 病X・ ヂ ノ年 鍛 →

　 　 　 　 16--20歳 上 京

一一一　 一　 21-25歳 上 京

刀

勿

〃

%

%
]?

刀

フ

ti-45一 タ 〃-kが 〃 〃一濯　」-79　pa→

一 ・一 ・-　 11-15歳 上 京

　 　 　 　 　 6-10歳 上 京

1-5歳 上 京

ナ ラヌ。

コノ黙ハ又 東京市生 育群(A)ノ 登 病曲線 ノ説明

ガ前記2貼 仰 、(1>及 ビ(2>/カ ラ ダ ケデ果 シ

テ充分 デアル カ ドウカ ノ疑 義 テ抱 カ シメル
.之

ハ地方 町村 デノ登病傘 如何 ヤ
、小學見童 トソレ

以後 ノ年齢 デ ノ畿病状態如何 ノ究明 ニ ヨツテ、

更 二明 カニナル コ ト・考 ヘ ラ レル.

乙 、叉 第7圏 デ11-15歳 上 京及 ビ16--20歳 ノ

上京 ノモ ノデ上京後30年 以上纏 ヅ テ 獲病者 ガ

多少増 シテヰルe之 ハ丁度 づノ年齢/40-50歳

間)ノ魔 會的 二責 任 アル 位 置 ニ アル人 ガ多 ク、

ソ レ迄漕在 シテヰ タ結核症 ガ再燃 スル コ トガ多

イ トイフ常識 ノ数的現ハ レ ト見 ラ レヌコ トモ ナ

イ(但 籔 ガ少 イタメ明 カニ言 ヒ切 リ得 ヌ)
.

文 獣 紹 ル比較 獄 ミル必要 ガアル ガ内外 テ通

ジテ比較 二適 シタモ ノガ絵 リ見富 ラナ イ.

唯 今村氏 ガ大阪及 ビ神 戸市 ノ各種 團艦11586名

ぐ5--30歳)テ 検 査 シ90名 ノ活動 性肺結 核症 テ叢

見 シ、之 ノ年 齢別分布 ガ報 ぜラ レテヰル,ソ ソ

ニ ョル ト、21-25、 歳 間二最 モ多 ク29名(32%)、

次 二16-20歳 間21名(23%〉 、11-15歳 問15

名(16・7%/ト ィフ コ トニ ナ ツテヰル.

爾7-20歳 澗 ニハ肺 門結核、輕症滲 出型、輕症

増殖型 ガ多 イ ト報 ゼ ラレテヰル.臨 林的瑳病 ガ

16-25歳 間 二 多 イコ トノ藪的読 査Mへ 」Yト

思 フ.

又 砂川 氏 ノ「奈良縣 下 二 於 ケル 結核 死亡者 ノ統

計的観察」ナル 報 告 ニ ヨル ト、 コ ・デモ都會 ト

同様16-20歳 間 、21-25・"tiXi間 デ 急激 ナ瑳病者

ノ檜加 テ見 テヰ ル。即 チ調査結核死 亡者1879名

中26%ガ16-20歳 問 、24%ガ21--25歳 間 二嚢

病 シテヰルガ、褒病地別 二見 ル ト本籍 地外 獲病

者 ガ ソノ約60%ラ 示 シ、大阪府 デノ瑳病 ガ多 イ

(約50%)。 登 病 地別 ニ シタ年齢群別 ノ藪字 ニ ヨ

ル ト、縣外登病 者 ノ死 亡年齢 ノ・16-20歳 問 カ

ラ上昇 シ(16・8%)、21-25歳 問 二最 モ多 ク(28。0

%〉 ・縣 内爽病者 デノ・夫 々15.2%及 ビ21.4%デ 、

雨者 ノ異 リハ曲線 ノ山 ガ低 イダケデ アル.又 褒

病 カ ラ死 亡 マデ ノ経 過年 月 ガ見 テ アル.之 等 ノ

成績 カラ爽病年齢 テ憶測 スル コ トハ出來 テモ、

之 テ直 チニ地方町村 デノ獲病状態 如何 テ見 ルニ

ハ不適當 デ アル ノハ遺憾 デアル
.

別 二縣外登病者 ノ出郷 後 登病迄 ノ年月 ガ観 テ

アルガ
、 之モ登病 年齢別 デナ ク、死亡年齢別 ニ

ヨ ル モ ノ ア ア ル
⑪

爾1933-37年thカ ケ テH.　 R.　Edwardsテ 主

班 トシタ結核症 ノ集團検 査 ガニ ュー ヨー ク市 デ

行ハ レ、 同市 ノ各年齢/5歳 優分〉群 デ ノ人 口構

成 ト結核 死 ノ問題 ガ取扱 ハ レテヰルガ、唯之等

ノ輩純 ナ藪 的比 テ提出 シテヰル藁止 ツテヰル
。

本稿 ノ考察 ニハ絵 リ役 二立 タナイ.

笠 テ欄 クニ常 ツテ恩師 岡治 道先生 ノ御懇驚 ナ飾

指導拉 二御校閲 テ辱 フ シタ事轟封 シ、弦 二深 甚

ノ謝意 テ表明 スル.
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feste Stadium, dabei bildet Lymphocyten  cytologisch die Hauptbestandteile der zellige 
Elemente des Sinusexsudats. 

    Die  Vermehrung der eosinophilen Leukozyten im Sinusexsudat entsteht  infolge 
Pneumothorax,  welches Gas auch zur Anwendung kommen mag,  und in  welchem Zustand 
die Pleura auch sein  mOgen, mit  Ausnahme des Zustands schwerer  Veranderungen in 
der Pleura. 

 Ober das Sinusexsudat. 

                           IV. Mitteilung. 

 Ober die Vermehrung der eosinophilen Leukozyten 
              in dem pleuralen Sinusexsudat des Kaninchens 

                     mit  kiinstlichem Pneumothorax. 

                                   Von 

 Dr. Akira Minato. 

             (Aus der 4. ten  rnedizinischen Klinik der  Kaiserlichen  Universiteit Tokio. 
 Direktor  :  Prof. Dr. F.  Sionoya.) 

    In dem pleuralen Sinusexsudat des Kaninchens, dem man einen  kiinstlichen Pneumo-
thorax gemacht hat, findet eine  Vermehrung der eosinophilen Leukozyten statt. Diese 

 „ Vermehrung  " ist der Fall,  unabhangig von der  VolumengrOsse der eingeschickten 
Luft  und  unabhängig davon, ob das Versuchstier von Lungentuberkulose befallen worden 
ist oder nicht. Doch es ist nicht der Fall, wenn die Pleura selbst  tuberkulOs schwer 
angegriffen ist. Die Vermehrung ist leichtgradig, sodass sie nicht als Eosinophilie be 
zeichnet werden kann. Aber sie tritt  regelmãssig in einem bestimmten Stadium auf, 

 namlich am Anfang des abklingenden Stadiums der  EntzUndung nach jeder Wieder-
holung der Manipulation. Es gibt keinen nachweisbaren Zusammenhang zwischen der 
Vermehrung  und der Bluteosinophilie. 

                      Tuberculosis and the City. 

                              By 

                             Tzihiro Takahasi. 
 ( Tokyo Munincipal Sanatorium.) 

    In regard to the question whether persons, who come to the urban district from 
the rural district, are more susceptible to tuberculosis than those born and raised in 
the urban district, or not, the author has examined and made a statistical obserbation 
of the in-patients of the Tokyo Munincipal Sanatorium (the present number of 1024 
male and female in-patients and 623 of the male and female in-patients in this Sanatorium 
during the past 5 years), through a survey of the following  items  : 

   (1) Grouping of the patients according to place of birth and  up-bringing  :
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       (a) Group  A....those born and raised in the City of Tokyo, 
       (b) Group  B....those born in cities whith population under  1,000,000m. 

       (c) Group  C.  ..those born in the rural district. 
    (2) Comparison of distribution, in persentage, of the patients of each group by age 

at the time the disease made its  appearance(2). (Table No. 1) 

                             Table No. 1. 

     Age  vhen the                     4'5-9,10-14115-1920-2425-29130-31'35-39 40-44 45-49 50 -5455-59 GO-.                                                                                 55-59 b
egan 
      Group A                       2.0, 11.1 1 33.9 25.3 16.0 6.0 2.0 1.0 0.8 

 (727 cases %"  
      Group C                            1 .5 18.8 22.3 23.6 15.0 8.5 3.0 2.0 2.0 (728  cases ?c;  

                      Those for group B fall in  between groups A and C. 
         Note (1) The six largest cities of Japan,  Tokyo,  Kyoto, Osaka,  Kobe, Nagoya and 

 Yokohama, all  have a population  of over 1,000,000. 
 2 The  appearance of  diseas, is not  judged from the standpoint of the tuber-

                    culin reaction, which has been negative, turning  positi\e. 

    Summary : From the above figures, the following result has been obtained : From 

the following two facts :  (1) the comparison of the persentage curve of tuberculin-
reaction-positivity between I.  Tokyo  ('ity) and  II. and  III. (rural districts), (Table No. 2); 

                             Table No. 2. 

                                    Tuberculin-reaction positive  ":-?;;. 

               Age 0--1'5-910 15-1920-  -2125-29  30-34135-39  1-0-  11  1•5-49I50-5455-59 60 

 I.  ;Tokyo  (its  201W3i3722j  ;  84.2  86.7  85.9  88.3  •`,_').2  81.3  83.3 

 II.  (rural district)  12  0  52.0  53.5  74.5   67.0  58.8  69.0  71.0  65.0  66.0  68. 

 • 

 Iii  rural district;  0.312J  :21.:; 31.4  .1,  39.6  17.6 62.9 51.8  57.7  47.0  62.  I  

 Note: I.  Tuher,7ulin  tests  1000x and  100  ,  O. T.  "Ter%io  and  Arai,  1932-33). 
                  IL Tuberculin test  200w.,  0.  T. (Hirao and  Hiitt.a.  1930  . 

                 III. Tuberculin test  1000  •  0.  T.  'Host, 

and (2) that whith the growth of industry, more people around the ages of the elementary 

school graduates enter the factory workshops and storehouses and as a result chance 

of exposure to infection have increased greatly. 

    From these two facts the explanation of the morbidity rate curve for group A 
and, if we take into consideration, besides the above two factors, the factor of the 

patient's age at the time of his arrival in Tokyo, the  explanation of the curve for 

group C are possible, I think. 
   The peak of the morbidity curve for group C is 5 to 10 years later in age than 

that for group A. This can be explained easily when we consider the age at the time 

of arrival in Tokyo and how many years the patient has lived in Tokyo since  his arrival 

before the first sign of the disease appeared. 

    Table No. 3. shows that the peak of morbidity curve of those  coming to Tokyo 
from the rural section between the ages of II and 25 is  5 to 10 years later in age that 

for group A. (Those who arrived in Tokyo between the  age5, of  1 and 10  .h,i\v a  similar 

morbidity rate to that of group A.)
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                            Table No. 3. 

                               Group  C (male and female). 

                Age at the time ofarrival inTokyofromthe rural district. 
  _total 

           0-4 59 101415-19 20-2425 29 30 34 35 39 40 445-49 
 "Ti5,) 0-4  2 15 77  38  1 27 7 7 11'175  24.8 

  •
,=,a)I 

    5-9 3 17 38  67 41 7 3 1 1 1 179 25.5 

 -C  10  14 14  16  26 66 20 3  4 1 149  21  .1 

 g 15-191 20  10 19 29 15 2 2  1 98  13.9 

    '   

 • 20-241  9  FT 11 12 6  1  1  1 46  6.6 
92  a^' 25-29 11 2 6 3 3 25  3.5   71E 

 30-- 1 2 9 15 4 31  4.-I 

   total 58  541  124 269 123 43 17 11 1 1 2 703 

 8.21 7.6 17.6 38.2 17.4 6.1 2.4 1.6 

    This means that a certain number of years are required from the infection to 
spread. In other words, if the group from the rural section and the group born and 
raied in Tokyo were put under a same social conditions, I don't think we would be 

 making a big mistake  in regard to the disease, tuberculosis, especially from the stand-
point of the morbidity of the disease, if we were to say that hardly any difference 
would exist between the two groups. 

         Studien  fiber die Tuberculose bei Lehrern  und Lehrerinner 
                           der Volksschule. 

                                    Von 

                            Dr.  Michimaro Okada. 
 (Direktor der staatlichen  Gesundheitarnt zu  Obihiro Japan.) 

    Im Juni 1938  hat der Verfasser eine Studie  fiber die Tuberkulose bei Lehrern  und 
Lehrerinner des Volksschule in der stadt Obihiro in Hokkaido gemacht, zu diesem Zwecke 
wurden 180 Lehrern  und Lehrerinnen vom 18-50 Alter  ausgewählt, zuerst wurde intra-
cutane Tuberculin-Reaktion  durchgepriift.  93.1% bei Lehrern  und  58.3% bei  Lehrerinnen 
waren positiv. 

    Dann wurde an Tuberculinpositiven genaue  ROntgenuntersuchung vorgenommen, 
unter ihnen zeigte 22 oder  15.1% von Tuberculinpositiven  warnende Tuberculose  ver-
änderunge.  (Lehrern 19. oder  15.5%, Lehrerinner 3 oder  10.7%). 

 Behandlungsbediirftige Lehrern als aktiver Tuberculose waren 8, worunter linksseitige 
Spitzeninfiltrat, ausged.  Cavern6se gemischte Form, Ausged. Kalkhered  und  linksseitige 
oberlappen Infiltrat, beide  Spitzeninfiltrat, linksseitige  Unterlappeninfiltrat,  rechtsseitige 

 Oberlappeninfiltrat, Pleuritis sinistra, ausged.  rechtsseitige Knotige Form. Davon fand




